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　ロータリーに入会する理由は、ロータリアンの数だけあります。もしかしたら、もっと多い

かもしれません。しかし私たちはそれぞれ、入会してから生活の中で何かが変わったと感じる

からこそ、ロータリーにとどまっているのでしょう。

　ロータリーに所属していることは、私たちに、もっと良い人間となり、もっと意欲的に高い

目標に向かって努力し、毎日の生活に「奉仕の理想」を取り入れるよう、私たちに心地の良い

刺激を与えてくれます。

　ロータリーに積極的に参加すればするほど、私たち一人ひとりの変化も拡がります。そして、

ロータリーを通じて私たちは、私たちの周りに「変化をもたらして」いますし、更に変化を拡

げていくことが出来ます。

　2700地区のＩＭ(Intercity Meeting)は、地区内61のクラブを７つのグループに分けて、それ

ぞれのグループをＤＬＰ(District Leadership Plan)に基づいて管理や指導をしてくださっていま

す７人のガバナー補佐が主催で、「ロータリーを学び、親睦を深めるため」に開催されています。

　稲冨 靖彦ガバナー補佐のもとに、八幡西ロータリークラブが主管として開催されます第３

グループＩＭは「国際奉仕を学ぼう」をテーマに、「私と国際奉仕」をテーマに、長年、2700

地区のＷＣＳやＩＣＳ委員会の地区カウンセラーを務められるとともに、日台親善会議の理事

として、日本と台湾との国際交流・国際親善を今なお力強く推し進めていらっしゃいます、大

島 英二ＰＧの基調講演に続き、国際奉仕セミナーとして西貝誠一会長エレクト（清水中央ロー

タリークラブ）と、地区内に彼より右に出るものはいない財団の指導者である地区財団委員長

で、ＩＭ主催の八幡西クラブ所属会員の岩崎地区委員長の講演がプログラムされています。

　ロータリークラブやロータリアン一人ひとりが、奉仕を通じてどんな変化をもたらすかは、

常に各自が決めることです。このＩＭで得た情報と親睦で、ロータリアンとして、どう考え、

どう行動していったら良いのかを考えて頂ける機会になれば幸いですし、有意義な一日にもな

ります。　

　112年にわたってロータリーは、数えきれないほど多くの人に、多種多様な方法で変化をも

たらしてきました。ポール・ハリスの掲げた小さな松明の火を、世代から世代へと引き継いで

「変化をもたらし」ながら、拡がりを求めて、今私たちはここ集まっています。

------------------------------------------------------------------------------------

　※クラブの会員数増強の行動開始は61クラブ全てに喫緊の課題です。

　※ロータリー財団への寄付は、３年後に2700地区が使用可能な地区補助金です。

　　どうぞよろしくお願いいたします。

ガバナーご挨拶

ＲＩ2700地区 ガバナー

　　安　増　惇　夫
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　本日は2017 ～ 2018年度、国際ロータリー第2700地区第３グループのインターシティ・ミーティ

ングに大変多くの会員の皆様のご参加を頂き心より感謝申し上げます。本日のＩＭは八幡西ロータ

リークラブがホストクラブとして準備して参りました。色々と行き届かぬ事が有るやも知れません

がよろしくお願い致します。さて、今回のＩＭのテーマは『国際奉仕を学ぼう』をメインテーマと

して掲げております。ロータリーの活動は親睦と互恵の精神から始まり、職業奉仕、社会奉仕、青

少年奉仕、国際奉仕とその活動の幅を拡大して参りました。今回のテーマである国際奉仕も当2700

地区におきましても実績が積み上げられていると承知しております。本日はその大先達である当地

区の大島英二パストガバナー（鳥栖ロータリークラブ）に『私と国際奉仕』と云うテーマで御講演

を頂き、合わせて遠路静岡第2620地区からお越し頂きました西貝誠一会長エレクト（清水中央ロー

タリークラブ）より『国際奉仕の実例』の御講演を頂きます。又、私共の八幡西ロータリークラブ

所属、岩崎ロータリー財団地区委員長にも『ロータリー財団について』というテーマにて講演致し

ます。本日のＩＭがご参加下さいましたロータリーアン一人一人の視野を拡げ、地区テーマ「拡が

りは変化をもたらす」の一助と成る事を期待しご挨拶とします。

　国際ロータリー第2700地区第３グループのＩＭの開催にあたり、安増惇夫ガバナーをはじめご来

賓や講師の皆様、また、第３グループの多くのロータリアンの皆様にご参加頂きましたことに、心

より御礼申し上げます。

　今回のテーマは「国際奉仕を学ぼう」とし、プログラムを作成しました。

　第一部では、大島英二第2700地区パストガバナー（鳥栖ロータリークラブ）より「私と国際奉仕」

と題して、また、第二部では、西貝誠一会長エレクト（清水中央ロータリークラブ）には「国際奉

仕の実例報告」と題して、お二人に大変豊かな国際奉仕についての実績をご披露頂き、またその実

践するまでの過程をお話頂くことで、私たちもより活発に活動する必要があるという想いを強く持

たせて頂きました。

　このＩＭのプログラムが、ロータリークラブの未来の在り方を考えるための一助になれば幸いで

す。

　最後に、友情をもって御参加頂きましたロータリアンの皆様へ、心から感謝を申し上げ、御礼の

御挨拶とさせて頂きます。

ガバナー補佐ご挨拶

ご挨拶

ＲＩ第2700地区  第３グループ

ガバナー補佐　稲　冨　靖　彦
　　　　　　　　　　　　（八幡西ＲＣ）

ＩＭ実行委員長

　　　大　林　清　幸
　　　　　　　 （八幡西ＲＣ）
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　本日は、ご多用のところ、2017 ～ 2018年度、第2700地区、第３グループのインターシティミーティ

ングにご参加頂き、心よりお礼申し上げます。

　今回は、黒崎のひびしんホールで開催させて頂きます。本来、ポテンシャルの高い、この黒崎で

開催できることを大変嬉しく思っております。近年、少し元気が無いと言われている黒崎ではあり

ますが、元々素晴らしい文化と施設と産業があります。

　黒崎駅を中心に、これから前進していくものと期待を致しております。

　この地域に住む者として、何かお手伝い出来れば幸いでございます。

　ようこそ、この黒崎にお越し下さいました。

　さて、本日は、ＲＩ2620地区、西貝誠一会長エレクト（清水中央ロータリークラブ）、ＲＩ2700地区、

安増惇夫ガバナー、大島英二パストガバナーのご臨席を頂き、多数のロータリアンの皆様のご参加

の元、インターシティミーティングが開催されます。有難く、厚く御礼申し上げます。

　特に、遠方より駆けつけて下さいました、西貝誠一会長エレクトのご好意と友情と奉仕の精神に

感謝致します。

　「国際奉仕を学ぼう」というテーマで実施し、改めて、ロータリーの拡がりについて、皆で考え

てみたいと思います。

　ご参加頂きました皆様にとって、又、皆様のクラブにとって、今回のインターシティミーティン

グが有意義なものになれば幸いであります。

　最後になりましたが、本会の為に、ご尽力頂きました方々に、感謝申し上げ、歓迎の挨拶とさせ

て頂きます。

　皆様、本日は八幡西ＲＣ主催のＩＭに御賛同頂きまして有難うございます。心より御礼申し上げ

ます。本日の話としましては、先程、大島パストガバナーから｢私と国際奉仕｣と言う大変貴重なお話、

フィリピン・ネパール・スリランカ・インドネシアこの４カ国におけるＩＣＳ活動の報告と、ただ

いま西貝さんからお話がありました、タイのさくらプロジェクト・ミャンマーの米山奨学生による

プロジェクト。この二つのお話を頂きましたが、どちらにも共通するキーワードは｢出会い｣ではな

かったかと思います。特に国際奉仕の場合は海外での活動が主になります。そこでは｢出会い｣がな

いと国際奉仕は出来ないので、｢出会い｣と言う言葉が、ひとつのキーワードになったのではと感じ

ています。

ホストクラブ会長ご挨拶

ご挨拶

ロータリー財団委員会　委員長

　　　岩　崎　員　久
　　　　　　　 （八幡西ＲＣ）

八幡西ＲＣ　会長

　　　吉　田　総次郎
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　財団については皆様既にご存じかと思いますが、皆様からお預かりした一般寄付が３年後に地区

に半分戻ってきて、それが地区補助金・グローバル補助金として活用されます。国際奉仕について

はグローバル補助金で活動すると言うのが実態です。2700地区は大島パストガバナーが先導してＩ

ＣＳ委員会が殆ど活動してましたので、まだ海外での実績はありません。グローバル補助金を使う

にあたってはＩＣＳの協力なしではやって行けないと思います。本日は、ＩＣＳの片岡委員長がお

みえになってますので国際奉仕についてグローバル補助金が使える事になる様にお話を進めて行き

たいと思います。現在、フィリピンのルソン島からグローバル補助金を使っての活動を行いたいと

言う話が上がってきてますので、是非これを成功させて、今後、グローバル補助金で国際奉仕をやっ

て行きたいと言うのが財団としての願いであります。グローバル補助金は現在この地区では殆ど国

際奨学生の奨学金にしか使われていませんが、それを国際奉仕のために利用して行きたいと言うの

が本来の目的です。地区補助金に関しては実際に社会奉仕として地域の皆さんに役立ててもらえる

様な事業を展開してますが、グローバル補助金は活用されていません。是非、国際奉仕をやって頂

いて、そちらの方に、使って頂きたいと言うのが我々財団の願いです。皆さんも今日の話を聞かれ

て国際奉仕について興味を持たれたら、プロジェクトを立ち上げて利用して頂きたいと思います。

地区補助金に関しては、実際に使われているクラブは多数ありますが、地区補助金を利用する場合

も、やはり何かプロジェクトを立ち上げるにはクラブの社会奉仕委員会の方々の協力が必要となり

ます。地域のために役立てて行きたいと言うことでクラブの財団委員会だけでは話が進まないので

是非、クラブの社会奉仕委員会にも話を投げかけて、地域のために社会奉仕が出来るプロジェクト

を考えて頂きたい。それから国際奉仕に関しては社会奉仕委員会と国際奉仕委員会が一緒になって

何か海外で活動出来るプロジェクトを考えて頂きたいと思います。今年、2018年2019年のＲＩ会長

が、先日、｢インスピレーションしよう｣と言う新しいテーマを発表しました。ちょっと具体的に解

らないのですが、そのテーマの中で第一に挙げているのが｢ポリオ撲滅｣です。また来年度もポリオ

撲滅を世界でやりましょうと言うのが次年度ＲＩ会長の方針になっています。現在、ポリオに対し

て皆さんに大変ご協力頂いておりますが、2700地区では年間に一般寄付一人あたり150ドル、ポリ

オに対して30ドルの拠出をお願いしております。昨年は皆さんのご協力により寄付額が一昨年の84

～ 85ドルから倍の143ドルになりました。ですから３年後には倍のお金が返って来るのですが、今

年度は半期ですが寄付額が30ドルちょっとしか集まっていません。このまま行けば１年終わったと

きに前々年度の84 ～ 85ドルを切る最悪の状態になるかもしれません。是非、今までのプロジェク

トを成功させる為にも、皆様のご理解・ご協力のもと一般寄付・ポリオに対する寄付をお願いします。

　今月中に安増ガバナーと岩崎の名前で、｢一人あたりポリオに対して30ドルの寄付をお願いした

い｣と言う文章が各クラブに回ると思います。現在までの実績として20ドルくらいなので、あと一

人あたり10ドル拠出して頂ければ達成出来ますので宜しくお願いします。

　勿論、一般寄付に対しても先程も申し上げましたが一人あたり150ドルを今年度の目標にしてお

りますので改めてご協力お願いします。今日の話を聞いて国際奉仕に関心を持って頂いたクラブが

多いかと思いますが、プロジェクトを始める前にお金を集めなければなりません。財団と言うと

｢お金お金｣といつも言われますが、お金の集まり方次第で先程の様な素晴らしい国際奉仕または地

域における社会奉仕活動が出来ます。そうした活動を通じて｢ロータリーは何をやってるんだ｣と言

うのを一般の人に知って頂く事により、ロータリーに入りたいと言う方も出てきます。会員増強に

繋がります。実際、若松ＲＣが今年度の地区補助金で行った事業に対して一般の方々が賛同し若松

ＲＣに４名入会しています。会員が増えれば一人あたりの寄付額も増えます。会員増強に繋がれば、

その分財団に対する補助金も増えてきます。何卒皆さんにご協力頂いて、まずは寄付の目標額を達

成し、いいプロジェクトを行って、会員増強し、お金が順当に回ると言うサイクルを構築して頂き

たいと願っています。財団は｢寄付寄付｣と言ってますが３年後には皆さんが使える権利を持ってま

すし、その半分はＲＩが管理してますがグローバル補助金を使って国際奉仕をする場合は同額のお

金がそちらから出てきます。使い方を上手くやれば皆様が寄付したお金が100％戻ってきます。そ

の辺をご理解の上、財団に対する寄付をお願いします。今日は限られた時間の中で説明も難しい部

分がありますが、この先も財団委員会一丸となって頑張ります。何か聞きたいことがあれば申し出

て頂ければいつでも伺って説明させて頂きます。今後とも宜しくお願いします。
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12:30 ～ 13:00

（30分）

登録受付

13:00 ～ 13:30

（30分）

開会セレモニー

　点鐘　　　　　　　　　八幡西ＲＣ会長　吉田総次郎

　開会の言葉　　　　　　Ｉ・Ｍ実行委員長　大林清幸

　国歌斉唱　　　　　　　ソングリーダー　　松尾和典

　ロータリーソング　　　ソングリーダー　　松尾和典

　歓迎の言葉　　　　　　八幡西ＲＣ会長　　吉田総次郎

　ガナバー補佐挨拶　　　第３グループガバナー補佐　稲冨靖彦

　来賓・参加クラブ紹介　第３グループガバナー補佐　稲冨靖彦

　ガバナー挨拶　　　　　国際ロータリー第2700地区ガバナー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安増惇夫

13:30 ～ 14:30

（60分）

第一部　講演

　演題　『私と国際奉仕』 

　講師　ＲＩ第2700地区国際社会奉仕（ＩＣＳ）

　　　　委員会カウンセラー 

 　 パストガバナー　大島　英二（鳥栖ＲＣ）

14:30 ～ 14:50

（20分）
休憩

14:50 ～ 15:50

（60分）

15:50 ～ 16:10

（20分）

16:10 ～ 16:25

（15分）

第二部　「国際奉仕」及び「ロータリー財団」セミナー

　①テーマ『国際奉仕の実例』

　　講師　ＲＩ第2620地区（山梨・静岡）

　　　　　会長エレクト

　　　　　西貝　誠一（清水中央ＲＣ） 

②テーマ 『ロータリー財団について』 

　　講師　ＲＩ第2700地区ロータリー財団委員会

　　　　　委員長　岩崎　員久（八幡西ＲＣ） 

「二つの会員増強のお願い」

　ＲＩ第2700地区パストガバナー

　第３ゾーンロータリーコーディネーター補佐

　地区ＰＨＳコーディネーター

　　　　　穴井　元昭（博多ＲＣ）

16:25 ～ 16:35

（10分）
休憩

16:35 ～ 17:00

（25分）

閉会セレモニー

　ガバナー補佐所感　　　　第３グループガバナー補佐　稲冨靖彦

　地区大会・国際大会の案内（地区ご担当者）

　次期ガバナー補佐挨拶及び次期ＩＭホストクラブ紹介

　　　　　　　　　　　　　遠賀ＲＣ　中塚睦彦

　閉会の言葉　　　　　　　Ｉ・Ｍ実行委員長　大林清幸

　点鐘　　　　　　　　　　八幡西ＲＣ会長　吉田総次郎

Intercity Meeting  プログラム
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基調講演（第一部）

❖講師プロフィール❖

ＲＩ第2700地区国際社会奉仕(ＩＣＳ）

　委員会カウンセラー

　　パストガバナー　大島　英二
　　　　　　　　　　　　　（鳥栖ＲＣ）

私と国際奉仕

▪生年月日
　1932年12月１日生

▪職業
　建設業　ＳＡ

▪公職歴
　佐賀県安全運転管理者協議会 会長
　社団法人佐賀県建設業協会 副会長
　社団法人鳥栖建設業協会 会長
　鳥栖商工会議所 会頭
　九州レスリング協会 会長

▪入会年度
　1975年　鳥栖ロータリークラブ創立会員

▪クラブ会長就任
　1981年～1982年

▪役職経験年度
　1996年～1997年　国際ロータリー第2700地区　第４分区代理
　2000年～2001年　国際ロータリー第2700地区　ガバナー
　2001年～　　　　現在パストガバナー
　2003年～2004年　国際ロータリー会員組織コーディネーター
　　　　　　　　　　　　　　　第４ソーンＡ・Ｂ（ＲＩＭＣ）
　2008年～　　　　現在ガバナー諮問委員会（ＩＣＳカウンセラー）

▪Ｒ財団・米山
　1997年9月　ポールハリス・フェロー
　1983年5月　米山功労者

　ただいまご紹介に預かりました、鳥栖ロータリー

クラブ大島英二と申します。ここ黒崎の地は知人が

教師として奉職していた高校もあり、会場への道す

がら懐かしく風景を眺めておりました。また18年前

のガバナー時代には、八幡南ＲＣ片岸修次さんをは

じめ第３グループの皆様には大変お世話になりまし

た。

　さて、今回の演題である国際奉仕ですが、初期の

ロータリーには国際奉仕の概念はありませんでし

た。しかし、1914年（大正３年）に国際奉仕が誕生

いたしました。これは、第一次世界大戦の影響で各

地の避難民や傷病兵が国境を超えてお互いが助け

合った英国やアイルランドなどのヨーロッパのロー

タリークラブがベルギーの戦争において助け合いを

始めたことによります。

１　出会い
　　2000年２月７日アナハイムの国際協議会で2014

～ 15年度ＲＩ会長黄其光（ゲイリー・ホァン）氏と

の出会いがありました。ＲＩ理事経験者である福岡

西ＲＣの末永直行氏から、「台湾から初めてのＲＩ理

事として素晴らしい人物が出席するので、ぜひアメ

リカで会ってみてください」と勧められたことによ

ります。この出会いという観点から言うと、ロータ

リークラブには素晴らしい方が多く、まさに宝の山

のようなものです。その中の一人の方とアメリカで

お会いしたわけです。

　また、昨年、毎年11月東京で開催されるロータリー

研究会に出席しました。そこでは、現在、パスト、

エレクト ノミニーの地区ガバナー、ＲＩ会長は必ず

出席するわけですが、そこでも黄其光氏とお会いす

ることができました。また、2018年３月１日には、

第６回日台ロータリー親善会議と懇親会を台湾高雄

市 漢来ホテルで開催させていただきますが、私も

出席予定です。

２　『仏教から見た「他人への奉仕」』
　３年に一度開催される規定審議会ではロータリー
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クラブの憲法を検討する会議ですが、私は、2004年

６月13日から18日まで、米国イリノイ州シカゴに、

地区の代議員として出席いたしました。この時にマ

リオット・ダウンタウン・ホテルのシカゴ舞踊場に

於いてミサがあるのですが、『仏教から見た「他人

への奉仕」』と言う演題で話をするように依頼があ

りました。私は僧職ではないのでとても迷いました

が、先の末永氏からのあと押しを受けて、お引き受

けいたしました。その後、仏教の書籍を読んで勉強

して、なんとか纏めることができました。その際

650名ほどの参加者の前で、キリスト、ヒンドゥー、

ユダヤ、イスラムの宗派の４人とともに、『六波羅

蜜の中「無財の七施」』の教えや、『「四苦八苦」の

苦しみを乗り越え修行を積んで「悟りの世界」へ到

達すること』『慈悲の心』などのお話をさせていた

だきましたことが良き思い出となっております。

３　ＷＣＳ（World・Community・Service)活動の歴史
　ＷＣＳ（世界社会奉仕活動）とは２カ国以上のロー

タリークラブが地域社会奉仕を達成するために力を

合わせる時にＷＣＳプロジェクトが生まれます。こ

の活動は1967年、イリノイ州にあるＲＩ本部にて正

式に発足しました。2700地区では福岡ロータリーク

ラブが1985年ごろアフリカのコンゴに消防自動車を

贈りました。数ヶ月後に視察に行ったところ、４本

のタイヤが取られた消防自動車が埃を被っていたそ

うです。

　1990年になると本間四郎パストガバナーがＷＣＳ

の地区委員となり、活動を再開し、一つ一つ実績を

重ねていきました。

　ロータリーインターナショナルに於いても、まだ

40年の歴史、2700地区においては、約20年の歴史し

かない若い奉仕活動です。

　ＷＣＳプロジェクトの基準としては

１．プロジェクトは人道的な性質のものである。

２．２カ国以上のロータリークラブが参加してい

る。

３．参加国中、１カ国はプロジェクトの実施国で

ある。

具体的には

　地域社会の発展、開発（道路、井戸、シェルター、

発電、水質の改善）

　教育の向上（学校建設、奨学金補助、身障児施設

の改善など）

　食料生産（飢餓回避、給食センター、農業指導など）

　保険衛生（医療活動、医療設備、医薬品、浄化槽

など）

　文化的・健康的な生活改善を維持していくもので

あれば全てを含みます。

　この活動に参加する事で、いろいろな国のロータ

リアンが国際的な視野で国際奉仕と国際平和の原点

を享受できると同時に、2700地区ではプロジェクト

が効果的であったかどうかの検証が大事なテーマで

す。

　現在2700地区では４つの国で活動しています。

1992年よりフィリピン。1997年よりネパール。1998

年よりスリランカ。2002年よりインドネシアで活動

を行っています。

１）フィリピン

　2003年から2006年にかけて、首都マニラにおい

て結核予防の治療に年間5,000人、３年間で述べ

15,000人の予防接種を行っています。実行クラブは

現地の3830地区マカティＲＣと2700地区第７Ｇと第

３Ｇが中心です。予算として年間100万円、３年で

300万円を地区予算から援助しています。またセブ

島の南にあるシキホール島は、64ある小学校のうち

半分に水道とトイレがないことから、3860地区のシ

キホールアイランドＲＣと2700地区第３Ｇと第２Ｇ

が実行クラブとなり、トイレと浄化槽がセットで約

15万円、2700地区から70万円、30万円を関係のクラ

ブから調達し、年間100万円の予算で小学校にトイ

レを設置しており、2008年には設置したトイレを松

本ガバナーが視察いたしました。また、3810地区バ

サイサウスイーストＲＣとの事業において、井戸の

掘削を行い、2009年大島パストガバナーと16名が工

事を視察し、2010 ～ 2011年度にかけては、四つの

手動式井戸ポンプと二つ深井戸用ポンプの設置を予

定しています。

２）ネパール

　首都カトマンドゥにて、小学校の建設と改装を６

校にて実施しています。実行クラブは現地の3220地

区ヤラＲＣと2700地区第５Ｇと第４Ｇが協力してい

ます。予算は2700地区から70万円、残りを他の関係

のクラブから調達し、年間200万円の予算です。

３）スリランカ

　スリランカでは、山間部には全く電気のない村落

が沢山あることから、1999〜2000年度に第１回目の

小型水力発電所を設置、10年間で６基の小型水力発

電所をつくりました。実行クラブとして、１基から

３基目までは、コロンボ西ＲＣ、メトロポリタンＲ



－ 8－

Ｃと、久留米中央ＲＣが中心になり、2700地区第６

Ｇの全クラブに呼びかけて寄付を募り、第２Ｇも協

力しました。４〜５基目はコロンボ東ＲＣと合同で

設置しました。予算は１基あたり、300〜400万円ほ

どかかるので、2700地区から70万円、担当グルー

プ（直方ＲＣ、直方中央ＲＣ、遠賀ＲＣ）から80万

円、コロンボ東ＲＣ５万円、現地政府と住民銀行借

入250万円となっています。他の事業では日本が80

〜90％を援助していますが、この事業では、現地で

60％以上の資金調達をしています。この設置は、現

地の人々にとても感謝され、大きな成果を上げてい

ますが、同様の事業を日本のＯＤＡで行うと、１億

円以上かかるところを、400万円台で可能にしたの

は、現地で指揮をとるコロンボ大学のニシャンタ教

授の存在と、村の人々の努力が大きく、学生たちを

動員し、安価なメンテナンス会社を設立したのも素

晴らしいアイデアと言えます。2009〜2010年度事業

として、７基目の小型水力発電所設置を南部地方の

マリボダ村にて実施いたしました。

４）インドネシア

　2003〜2004年度に目と耳と早期異常発見の医療器

具一式を提供しました。実行クラブとして、ジョグ

ジャカルタ マタラムＲＣと、2700地区第１Ｇ行橋

みやこＲＣ、福岡平成ＲＣ、そしてＲＩ財団のマッ

チンググランド方式にて行われました。予算総額

210万円は2700地区から100万円、行橋みやこＲＣ50

万円、福岡平成ＲＣ10万円、マタラムＲＣとＲＩ財

団が50万円で拠出いたしました。この目と耳と早期

異常発見プロジェクトの追加支援の最終年度とし

て、2005〜2006年度には2700地区から50万円、行橋

みやこＲＣ15万円、福岡平成ＲＣ10万円、豊前ＲＣ

10万円の総額85万円を実施しました。

　また2005〜2006年度には、苅田ＲＣ創立30周年事

業として、予算50万円で、ヤクム身障児センターに

車椅子35台、工作室の工具一式贈呈しました。また、

小倉西ＲＣの会員、阿座上塾創立30周年記念事業と

して、ジョグジャカルタ市内の知的障害児小学校に

教室２室を建設寄付しました。建設費用は100万円、

この実施をＷＣＳ地区委員が協力しました。また

2006〜2007年度には、2006年に発生した大地震の支

援のために、2700地区第１Ｇ、第２Ｇ、第６Ｇ、第

７Ｇについてのみ、支援援助の許可を事務局から取

り、合計130万円を集めて義援金として送りました。

またムラピ火山の爆発時に山麓にある小学校の避難

教室を設置するために、予算総額144万円のうち、

2700地区から70万円、マタラムＲＣ24万円、第１Ｇ、

第７Ｇ50万円（行橋みやこＲＣ、苅田ＲＣ、豊前ＲＣ、

豊前西ＲＣ、八女ＲＣ、筑後ＲＣ、大川ＲＣ、大川

東ＲＣ、大牟田ＲＣ、大牟田北ＲＣ、大牟田南ＲＣ、

柳川ＲＣ）として３年間の事業を行い、2009年４月

23日避難校舎は落成いたしました。また、2009年〜

2010年度より新しく３カ年計画で目と耳と早期検診

プロジェクトを再開しました。

　今後の大きな課題として、毎年会員数が減り、年

間の予算がその都度自動的に減る実態の中で、活動

はだんだん成熟し、要求希望予算は増えるという

ギャップがここ数年続いています。この問題をクリ

アーするためには、ＷＣＳの活動を2700地区の会員

にもっと理解してもらい、活動資金を増やすしかな

いと思います。そこで、継続的にクラブ内の関心度

を高めて、積極的な協力を仰ぐための手段として、

クラブ内にＷＣＳの小委員会を設置することを提案

したいと思います。

４　「未来の夢計画」
　私たち自身、海外で井戸を何本掘ったか分かりま

せん。いくら薬を飲んだところで、良い水を飲まな

いといけません。様々な国でいろんな方と仲良くな

りましたが、やはり現地に行って、現地のロータリ

アンの方と話し合って、初めてこのようなプロジェ

クトが生きてきます。私たち鳥栖ロータリークラブ

も、鉛筆10,000本運動として、書きものがないため

に、地面に字を描くしかないネパールやフィリピン

などの発展途上国の子供たちへ届けています。

　また、2017年にロータリー財団が100周年を迎え

ることを踏まえ、2005年、ロータリー財団の管理委

員会は奉仕の次世紀に向けて財団が進むべき構想と

計画として「未来の夢計画」を練りあげ、世界で約

100地区がこの試験地区となり、2013 ～ 14年度から

すべての地区でこの「未来の夢計画」が実施されま

す。ＲＩの方向性に合わせ、クラブの活性化を目的

とし、クラブ主体でＩＣＳ活動資金を活用すること

になります。

　最後になりますが、人生は出会いに尽きます。良

い人と出会い、いかに良い関係を長く続けることが

できるかが大切だと思います。そして特にロータ

リー活動を行う上で、大切なものは、家族と従業員

だと思います。
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基調講演（第二部）

❖講師プロフィール❖

ＲＩ第2620地区

　会長エレクト　西貝　誠一
　　　　　　　　　（清水中央ＲＣ）

国際奉仕の実例

西貝　誠一（1957年生まれ）

（国際ロータリー第2620地区 清水中央ロータリークラブ会長エレクト）

　　株式会社ニシガイ　代表取締役

　　元静岡県印刷工業組合理事長

《ロータリー歴》

　　1989年　清水中央ロータリークラブ入会

　　2002～2003年度　クラブ幹事

　　2005～2006年度　地区ＩＴ推進委員

　　2013～2014年度　クラブ副会長

　　2016～2017年度　地区筆頭副幹事、ロータリーの友地区代表委員

　　2017～2018年度　会長エレクト

　皆さんこんにちは。本日お伺いする予定でし

たパストガバナーの生子哲男君が体調不良のた

め代理で参りました。どうぞよろしくお願いし

ます。

　清水中央ロータリークラブは平成元年に誕生

致しまして、来年30周年を迎えます。チャーター

メンバーは36名です。平均年齢が47.5歳で非常

に若いメンバーでスタートしました。１年目は

奉仕活動は殆ど何もできず、２年目に入ってか

ら奉仕活動を始めるようになりました。奉仕活

動と言っても地域奉仕や職業奉仕ばかりで、国

際奉仕はあまりやってませんでした。国際奉仕

活動でいちばん最初に取り組んだのがブラジル

のアマゾンの熱帯雨林への植樹活動です。私ど

もメンバーの友人がアマゾンの奥地で農業をさ

れてました。そのかたが卓話でアマゾンの植樹

を手掛けたいと言われまして、私どもクラブで

応援活動をした記憶があります。熱帯雨林が生

み出してくれる酸素が地球上を守ってくれてい

る。その酸素が無くなると生きていけなくなる

ぞと言う事から応援活動をすることになりまし

た。クラブ創設10周年を目前に、何かをやりた

いとクラブの中で話が盛り上がってました時

に、国際奉仕担当委員長が地区のフォーラムに

行って「さくらプロジェクト」という団体の活

動ビデオを見て来ました。元、アイドルの写真

を撮ってましたカメラマンの三輪隆氏が代表を

勤める団体です。三輪氏がタイの山岳民族の子

供たちの写真を撮ってると、美少女がたくさん

いると夢中になってしまいタイで生活をする様

になってしまいました。チェンマイに学生寮を

作り、山岳民族の子供たちに就学の機会を与え

る活動をしています。それが「さくらプロジェ

クト」です。その「さくらプロジェクト」の支援・

応援をして行こうという事になりました。タイ

王国には地域によって異なる種族が暮らしてま
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す。公用語はタイ語ですが、山岳部には数多く

の民族が暮らしています。山岳民族の中にはタ

イ語が喋れず、仕事にも就けず、差別を受けた

りもしています。芝浦工業大学の教授が山岳民

族の集落調査でチェンマイに来られました。言

葉が分からない中、三輪氏がコーディネーター

として関わりを持たれたのが一番最初だと聞い

てます。その時、村人から何とか子供達にだけ

は教育を受けさせてやって欲しいとお願いをさ

れました。日本人のかたからの寄贈もあり、寄

宿舎を作り、山岳民族の子を入れて勉強を教え

ました。お金は日本人に里親になってもらい、

その寄付で運営をしています。次に、清水中央

ロータリークラブがどんな活動をして来たかを

ご紹介したいと思います。ジャトーブー村に小

学校の建設から始まり、スクールバスの寄贈、

多目的講堂の建設、清水館(寮)を建設したり、

井戸掘り、桜寮生を日本に招待したりしていま

す。小学校の寄贈は創立10周年で行った事業で

す。最初は里親の援助位の考えでしたが、小学

校を建てて欲しいと強く要望が有り、話を重ね

てこの事業がスタートしました。ジャトブー

村は山間地で、雨季の間はトラックが入れず、

1998年10月に工事が開始して翌１月に工事が終

了しました。三輪氏より古着・日用品・学用品

が不足しているので援助して欲しいと要望があ

りましたので日本で集めて現地に贈りました。

訪タイの時に地元の新聞社の記者のかたにも同

行して貰いました。帰国後、記事を掲載しても

らいました。国際ロータリーからも評価をして

頂き、機械補助金12,500米ドルを補助金として

頂きました。寮で使う＜スクールバス＞を購入

して贈りました。日本への寮生の招待・＜ホー

ムステイ＞を実施致しました。毎年の様に「さ

くらプロジェクト」に支援をして来ましたが、

年によっては「さくらプロジェクト」からの要

望と予算が合わない事があり、２年分をまとめ

て＜さくら清水中央ホール＞の一部支援、寄贈

を致しました。清水中央ロータリークラブ15周

年＜さくら基金＞の設立。清水中央ロータリー

クラブ20周年記念にて＜女子寮・しみず館＞一

部支援、寄贈をして来ました。３年前にさくら

エコホームに＜井戸＞を掘りました。実際に要

した費用をお話しますと、小学校100万円／ス

クールバス150万円／清水中央ホール建設90万

円／しみず館170万円／さくらエコホーム井戸

掘り工事50万円／ホームステイ50万円などで

す。現地の人が喜んでくれる顔を見るととても

嬉しく思えます。個人的には国際奉仕とは非常

に難しいことなのかなと思います。国際奉仕っ

て現地に行った方がいいと言われます。現地に

行くことによって「さくらプロジェクト」はタ

イの事業ですが、クラブの中では身近な存在と

なってます。出会いと活動によって国際奉仕を

単なる寄付行為ではなく事業として継続するこ

とができたと思います。ご静聴ありがとうござ

いました。
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国際ロータリー第 2700 地区　ガバナー　　　　　安増　惇夫（宗像ＲＣ）

国際ロータリー第 2700 地区　ガバナーエレクト　岡野　正敏（門司西ＲＣ）

国際ロータリー第 2700 地区　パストガバナー　　大島　英二（鳥栖ＲＣ）

国際ロータリー第 2620 地区　会長エレクト　　　西貝　誠一（清水中央ＲＣ）

国際ロータリー第 2700 地区　パストガバナー　　穴井　元昭（博多ＲＣ）

地区　国際社会奉仕委員長　片岡　孝市（苅田ＲＣ）

地区　財団委員長　　　　　岩崎　員久（八幡西ＲＣ）

地区幹事　　　　　　髙向　正秀（宗像ＲＣ）

国際大会推進委員　　中村　　光（宗像ＲＣ）

地区大会実行委員長　小林　正勝（宗像ＲＣ）

第３グループ　ガバナー補佐　稲冨　靖彦（八幡西ＲＣ）

ＩＭ実行委員長　　　　　　　大林　清幸（八幡西ＲＣ）

ホストクラブ会長　　　　　　吉田総次郎（八幡西ＲＣ）

安倍　裕史　　赤間　公輔　　赤間　光博　　赤坂　友邦　　千々和敬明　　榎本　広明　　藤井　正喜　　福田　謙二　　

福間　道雄　　濱　　良一　　橋本　博之　　林　　幸治　　日高　武邦　　肘井　宏葉　　濱　　良一　　井上有比古　　

石松　　孝　　樺島　典仁　　神田　　徹　　加藤　完治　　茅島　　勲　　前田　精一　　松隈　隆和　　松下　　慶　　

松山　徳明　　三木　康史　　嶺　　敬二　　宮嶋　正夫　　宮本　克彦　　村本慶次郎　　室井　秀行　　永松　一浩　　

内藤　修也　　中川　恵博　　中嶋　文行　　縄田　　修　　西田　芳實　　西村　隆幸　　信川　康弘　　小笠原真照　　

小川　敏弘　　大庭　和史　　大城　成美　　小野　正行　　坂口　文隆　　坂田　　満　　佐野　輝紀　　柴田　治俊　　

柴田　純一　　柴田　　務　　嶋田　吉勝　　清水　修治　　新川　　修　　正田　英樹　　田原　　修　　高田　和彦　　

武本　勝伍　　田中　康一　　田代　健次　　田代　研児　　手塚　善和　　津川　　信　　辻塚　弘行　　塚本　　順　　

角田　信昭　　上村　　敏　　上野　達司　　瓜生　義男　　八児　賢一　　山本　光秋　　山本　信行　　吉田　敏明　　

松元　　卓　　中武　純二　　丹所　　朗　　多田　　勉　　山村　淳一　　福永　隆一

赤間　　功　　淵上　武人　　藤井　利春　　藤永　勝已　　林　　隆男　　平川　　毅　　堀　　　孝　　飯野軍四郎　　

石原　正義　　岩﨑　利幸　　金澤　　毅　　金子　正人　　柏倉　泰子　　川端貴美子　　古賀　哲二　　小森　恭一　　

永冨　政英　　中村　　功　　西尾　和宏　　小畠　芳幸　　岡松　誠二　　大田　智道　　佐々木賢志　　坂井宏太郎　　

佐藤　由美　　関屋　正彦　　澁谷　昌樹　　田丸　雄二　　田代　文也　　田代　敏之　　徳永　浩平　　豊浦　弦人　　

谷内野督二　　山本　健太　　吉田　廣幸　　吉田　紀子　　吉田　　正　　行実　正明　　植村　恵美

土居　祥晃　　江島　　亨　　深野　義弘　　藤城　義博　　平嶋　　守　　井上惣一郎　　井上栄一郎　　鎌田　祐輔　　

木元　一行　　河内　康信　　休場　　明　　眞武　榮一　　成清　　誠　　野上　慶太　　長元　祥泰　　中山富士雄　　

永友　浩二　　大森　正樹　　大谷　博章　　須藤　達男　　末松　広実　　椎原　春義　　庄司　勝浩　　田代　惠祐　　

谷口　安男　　戸田　幸博　　竹田　有徳　　田中　久弘　　魚住　　浩　　山﨑　利昭　　山岡　陽一　　安田　栄次　　

武田　　明　　小石　京子　　原中　律子

登録者名簿
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浅野　絢三　　安部　秀郷　　荒添　公憲　　石橋　孝三　　井手誠一郎　　伊藤　裕造　　入江伸一郎　　植木　秀人　　

植木　光彦　　大内健次郎　　大場　信昭　　岡田　裕二　　岡橋　正之　　小川　　宏　　尾島　弘展　　小田　裕昭　　

川原　秀範　　菊池　　満　　北村　昌之　　木村ゆみこ　　黒木亜矢子　　古賀　眞実　　五嶋　隆二　　権頭喜美惠　　

税田　文三　　塩田　光重　　敷田奈緒美　　島添　謙二　　占野　義隆　　神力　潔司　　武谷　昌典　　田中　滋俊　　

寺下　良真　　中尾　美佐　　中西　　毅　　中野　敬一　　芳賀眞理子　　波多野盾夫　　日高　征二　　藤村　卓史　　

堀江　隆三　　前島　健二　　峯浦　元博　　宮津　　誠　　牟田　雄介　　森　　玲治　　安田寛一郎　　安永　源五　　

八頭司　昇　　山本　美音　　吉川　和良

赤沢　繁人　　東　　良幸　　飯田　　裕　　井上　和俊　　岩井　尚彦　　江頭　完治　　大中　雅博　　小川　政満　　

小田　朋子　　桂木　正弘　　川口　昭蔵　　北原　　聡　　木村　昌三　　木山　幸二　　木山　宏志　　久保田恵彬　　

熊谷　和雄　　小金丸澄彦　　小島　智也　　小谷　英夫　　里村真紀子　　清水　弘康　　庄司洋一郎　　白石　英昭　　

杉園　弘充　　瀬尾義一郎　　髙橋　直人　　髙原　博樹　　谷口　典之　　津田　公治　　土橋　卓也　　長田　育大　　

長柄　慈朗　　野村　廣美　　芳賀　晟壽　　橋本　　洋　　寳亀　忠臣　　前川　義広　　松尾孝三郎　　松永　法子　　

松山　秀明　　松山　道孝　　三重野計滋　　三島　正一　　三原　照也　　三牧十九生　　武藤　誠二　　山田　克己　　

山田　泰郎　　横山　弘美　　吉田信一郎　　吉田伸太郎　　吉森　恵一　　脇山　史雄

秋吉　英二　　阿部　茂生　　石川　清光　　石川　　昇　　石本　　亨　　市丸　皓士　　今川　　立　　今成　博幸　　

入江　政美　　岩崎　博信　　岩本　展幸　　内田　　剛　　江頭　保浩　　江角　幸雄　　樫本　遵人　　加藤　一生　　

加藤　哲夫　　楠本美恵子　　佐田　建朗　　貞包　健一　　佐竹　　毅　　里村　知宣　　末松　広樹　　高崎　徳彦　　

田中潤一郎　　田中　洋介　　丹宗　裕一　　靏井　正信　　鶴原　俊之　　堂本　賢一　　芳賀　久典　　橋口　善繁　　

波多野直之　　浜口　総一　　原　　修一　　平川浩太郎　　平田　耕作　　福山　岳彦　　藤野　啓介　　星野　正俊　　

本多　　明　　前村　敏秀　　増田　　仰　　三橋　雅之　　宮原　憲一　　村上　幸一　　矢野　尚一　　四維　宗暁　　

渡辺　慎司　　渡邉　正孝　　渡部　雅孝

荒牧　祐介　　福田　秀徳　　藤川　　勇　　波多野茂丸　　波田　賢一　　平井　忠義　　花田　利生　　長谷川　進　　

林　　英次　　一岡　直江　　井上　勝弘　　石井　謙二　　加倉井道雄　　木村　廣夫　　川端　憲隆　　小西　孝二　　

小西　　力　　川原　　榮　　川地　啓輔　　松井　弘彦　　松本　國寛　　松山　竜哉　　森　幸太朗　　元木　清久　　

三原　光広　　舛添　直人　　長戸　隆弘　　永留　克記　　中村　光雄　　中塚　睦彦　　西　　智弘　　仲山　恭司　　

長浜　光雄　　永淵　武敏　　中川　　隆　　野中　輝久　　能間　靖博　　太田　信幸　　佐藤　信義　　白土　治靖　　

須賀　昭治　　坂口　龍司　　筋田　幸徳　　鶴　　雅敏　　千々和公麿　　髙畑　友喜　　殿川　澄男　　渡邉　信也　　

吉田　　隆　　吉武まゆみ　　右田　和暉　　平見　光二　　佐竹　真人

赤田　隆一　　有松　稔晃　　安東　秀夫　　飯野　一義　　伊豆統一郎　　稲冨　靖彦　　井上　俊司　　井口　昭彦　　

岩崎　員久　　江﨑　嘉春　　江戸　達也　　太田　信博　　太田　𠮷彦　　大坪　　隆　　大林　清幸　　緒方　　忠　　

柿本　祐治　　金久保　和　　紙上　義全　　神尾　榮一　　神尾　康生　　河島　昭彦　　岸野　　玲　　小嶋　一碩　　

是此田　穣　　坂本　敏弘　　櫻井　久紀　　貞方　友明　　佐藤　　進　　髙嶋　雅樹　　髙橋　良知　　谷　　良樹　　

冨田　　稔　　梛野　清司　　中村　克己　　中山　一徳　　永吉　大祐　　波多野正信　　浜崎　　靖　　廣田　　豊　　

福田　　学　　藤村　克成　　舟木　和博　　舟木　義治　　正木　文久　　松尾　和典　　三島　靖男　　溝上　智彦　　

村山　大成　　山口　典浩　　吉田総次郎
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